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事例1: Prem Prachakon運河 (K.16)(Fig.La)
『農務省史』によれば,五世王の摂政となった SomdetChaophrayaMahaSiSuriyawong
(ChuangBunnak)を総責任者 PhuAmmnuaikanとし, 兵部卿 ChaoPhrayaSurawong
Waiyawonを総奉行として掘削され,小暦1231年 (1869A.D.)に着工 し12カ月と100changを













東方の BangPakong流域へはすでにAyutthaya朝の Samrong運河 (K･1)が臨海のデル
タ低地を曲流して結合 し, 北部では SaenSaep運河 (K.7)がデルタ倣高地上を中心に走行し
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Buranurakによって行なわれ,PrawetBurirom運河 (K.18)か ら商西行 して BangPhliNoi
































先の斜交給水運河 Preng運河 (K.20)と平行 して NakhonNdangKhet運河,PrawetBurirom




これらの水田に対 して 『農務省史』は,占取した人民に対 して 3年間 KhaNaを免除した
































いる｡ この phrayaDamrongなる者は先の PrawetBurirom運河 (K･18)の計画立案者であ
り,総奉行にも任じられた運河開削における当時のエキスパー トであった.















































申請書は Nonthaburi領内 Buathong村平地か ら NakhonChaisi領内 BangPュa,Bang
Phasi村平地に達する全長 800sen(32km),幅 8sok(4m),深さ 4sok(2m)の運河を開削 し,























































































































申請の内容は,二運河のシル トの堆積した箇所を 凌探して約 3-4sok(1.5-2m)に掘り下
げ,さらに両岸に曳航を主目的とする幅 4wa(8m)の通路を造成するというものであった｡ま
たそれに投下する資金の見返りとして,3年間に限って,船舶の大きさにしたがって 8at-2











































































おいてもその試みはみられ,ルー トⅠの Samrong運河やルー トtIの Mahachai運河などはそ
の先駆的な例であった｡横断運河は平行する諸河川の河口地方圏の城砦都市をインターチェン
ジとして,デルタ下流部における軍事的あるいは地方国支配のための交通路となっていたので
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